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コスモス

こ
れ
は
便
利
だ　

す
ぐ
出
る
移
送

　

戻
り
も
車
で　

済
む
の
な
ら

　

コ
ス
モ
ス
の
花　

涼
し
き
風
に

　
　

も
う
秋
だ
よ
と　

ス
マ
イ
ル
を

　
　

高
麗
の
流
れ
に　

巣
立
ち
の
鴨
が

　
　
　

も
う
親
鳥
に　

ス
イ
ス
イ
と

その 2
折込み都々逸

「
お
帰
り
な
さ
い　

よ
う
こ
そ
ふ
る
さ

と
へ
」
を
テ
ー
マ
に
８
月
２
日
（
土
）、

中
の
田
公
園
で
夏
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
夏
祭
り
は
今
年
で
第
35
回
目
。

会
場
に
は
武
蔵
台
で
生
ま
れ
育
っ
た
若

い
世
代
の
人
達
が
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん

に
な
っ
て
、
子
供
さ
ん
を
つ
れ
里
帰
り

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

夏
祭
り
は
恒
例
の
山
車
の
巡
行
で
ス

タ
ー
ト
、
武
蔵
台
中
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

部
の
演
奏
、
シ
ェ
ダ
ン
ス
の
熱
演
に
会

場
に
集
ま
っ
た
多
く
の
人
が
惜
し
み
な

い
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

陽
が
落
ち
て
く
る
と
提
灯
に
あ
か
り

ふ
る
さ
と
夏
祭
り
開
催

　

真
夏
の
祭
典
「
第
35
回
武
蔵
台
夏
祭
り
」

が
８
月
２
日
（
土
）、
好
天
に
恵
ま
れ
事
故

も
な
く
無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
今
年

の
テ
ー
マ
は
「
お
帰
り
な
さ
い　

よ
う
こ

そ
ふ
る
さ
と
へ
」
大
き
な
看
板
が
ひ
と
き

わ
目
に
映
る
よ
う
に
櫓
に
掲
げ
ま
し
た
。

　

地
域
で
育
っ
た
子
ど
も
達
が
大
人
に
な

り
、
そ
の
子
ど
も
達
を
つ
れ
て
里
帰
り
さ

れ
旧
交
を
温
め
あ
う
様
子
や
、
子
ど
も
達

の
元
気
さ
に
誘
わ
れ
て
会
場
に
来
て
下

さ
っ
た
ご
家
族
が
年
々
増
え
て
き
ま
し
た

こ
と
は
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
ま
た
、

今
年
も
地
域
で
育
つ
子
ど
も
達
が
自
分
達

の
祭
り
と
し
て
自
作
の
絵
を
公
園
に
展
示

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
表
現
さ
れ

た
こ
と
は
大
変
ほ
ほ
え
ま
し
い
限
り
で
し

た
。

夏祭りご協力ありがとうございました

　

開
催
に
あ
た
り
猛
暑
の
中
、
会
場
設
営

に
大
勢
の
班
長
さ
ま
は
じ
め
学
校
関
係

者
、
地
域
協
力
者
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
を

い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
囃
子
連
・
夜
店
の
出
店
・
各
サ
ー
ク
ル
・

中
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
生
徒
さ
ん
に
会

場
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
、
地
域
全
体

の
夏
祭
り
に
対
す
る
思
い
が
一
つ
に
な
っ

た
素
晴
ら
し
い
武
蔵
台
な
ら
で
は
の
手
作

り
の
夏
祭
り
に
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
達
の
「
武
蔵
台
夏
祭
り
」
が
次
の
世

代
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
き
ま
す
よ
う

に
、
願
い
を
込
め
て
、
ま
た
、
来
年
も
中

の
田
公
園
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。

こ
ま
武
蔵
台
自
治
会
夏
祭
り
実
行
委
員
会

委
員
長　
　

土
井　

太
郎

が
と
も
り
、
盆
踊
り
の
大
き
な

輪
が
で
き
ま
し
た
。
こ
と
し
は

櫓
周
辺
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
切
り

換
え
た
た
め
、
壇
上
の
踊
り
手

を
一
層
華
や
か
さ
と
美
し
さ
で

演
出
し
て
い
ま
し
た
。
屋
台
も

行
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
賑
わ
い

で
最
高
の
ム
ー
ド
に
つ
つ
ま

れ
、
こ
の
地
域
に
住
む
皆
様
の

深
い
絆
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
夏
の
楽
し
い
想
い
出

を
あ
り
が
と
う
。
ま
た
来
年
の

夏
祭
り
で
お
会
い
し
ま
し
ょ

う
。
役
員
さ
ん
、
班
長
さ
ん
、

各
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
で
大
成
功
に
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
。

夏
休
み
に
ラ
ジ
オ
体
操
開
く

た
。
全
国
ラ
ジ
オ
体
操
連
盟
の
評
議
員
で
、
高
麗

川
に
お
住
ま
い
の
弓
削
田
氏
は
「
初
日
か
ら
こ
れ

ほ
ど
の
参
加
者
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
武
蔵
台
住

　

７
月
20
日
か
ら
小
学
校
の
夏
休
み
に
あ
わ

せ
、
２
丁
目
有
志
が
発
起
人
と
な
り
こ
ま
武
蔵
台

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
広
場
で
ラ
ジ
オ
体
操
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
体
操
初
日
に
は
お
年
寄
り
や

子
供
連
れ
の
若
い
お
母
さ
ん
た
ち
70
人
ほ
ど
が
参

加
さ
れ
、
そ
の
後
、
100
人
を
超
え
る
日
も
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
武
蔵
台
小
の
内
田
校
長
を
は
じ
め
、

８
月
20
日
に
は
谷
ヶ
崎
日
高
市
長
も
参
加
し
ま
し

民
の
健
康
に
た
い
す
る
認

識
と
関
心
の
深
さ
の
表

れ
」と
驚
い
て
い
ま
し
た
。

体
操
は
、
８
月
末
で
終
了

の
予
定
で
し
た
が
、
９
月

以
降
も
継
続
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
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自治会館の電話は、982-3904　FAXは、982-3904　Eメールは、koma-m@abelia.ocn.ne.jp　です。

平
成
26
年
7
月
19
日
（
土
）

午
後
7
時
～
8
時
40
分

自
治
会
館
２
F
会
議
室

◆
Ⅰ　

協
議
事
項
◆

（
１
）
福
祉
ネ
ッ
ト
施
設
の
移
転
計
画
に
つ
い
て

　

福
祉
ネ
ッ
ト
が
現
在
利
用
し
て
い
る
２

丁
目
サ
ロ
ン
を
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

の
空
き
店
舗
に
移
転
す
る
こ
と
が
検
討
さ

れ
て
お
り
、
自
治
会
で
そ
の
家
賃
の
一
部

を
負
担
し
て
く
れ
な
い
か
と
の
話
が
有
り

検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
２
）
３
丁
目
の
一
部
住
宅
庭
木
問
題
の
対

応
に
つ
い
て

　

道
路
の
３
分
の
１
ほ
ど
に
は
み
出
し
て

い
る
樹
木
に
よ
り
通
行
に
も
支
障
が
出
て

い
る
場
所
が
あ
り
、会
長
（
区
長
）、地
区
長
、

管
理
組
合
理
事
長
と
相
談
し
再
度
協
力
依

頼
を
試
み
る
。

（
３
）
送
迎
サ
ー
ビ
ス
の
現
状
と
問
題
点

①「
こ
で
ま
り
号
」
利
用
者
状
況
に
つ
い
て

（
実
績
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
）

②
夏
祭
り
臨
時
送
迎
サ
ー
ビ
ス
の
方
法
に

つ
い
て

③
物
損
事
故
発
生
の
報
告

④
乗
っ
た
人
か
ら
は
好
評
で
あ
り
、
今
後
に

つ
い
て
委
員
会
で
引
き
続
き
検
討
し
て

い
く
。

（
４
）
自
主
防
災
訓
練
に
つ
い
て

①
実
施
日　

９
月
７
日
（
日
）

　

㋐
放
水
に
よ
る
消
火
体
験　

㋑
煙
体
験

　

平
成
26
年
度
（
7
月
）

　

第
4
回
定
例
役
員
会
報
告

㋒
倒
壊
家
屋
か
ら
の
救
出
訓
練　

㋓
非

常
食
の
利
用
方
法

②
日
高
市
防
災
訓
練
（
高
麗
地
区
）
実
施
日

　

８
月
30
日
（
土
）

（
５
）
６
丁
目
山
林
下
草
刈
り
に
つ
い
て

　

実
施
予
定
日
９
月
28
日
（
日
）

①
今
年
３
回
目
を
計
画
し
て
い
る
。

②
埼
玉
県
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
事
業

助
成
金
の
取
り
扱
い
、
草
刈
機
取
り
扱
い

講
習
者
の
確
認
（
人
選
、
講
習
）

　
　

草
刈
機
取
り
扱
い
講
習
会
に
つ
い
て

は
今
年
の
助
成
金
の
中
か
ら
の
支
出
を

予
定
し
て
い
る
。

（
６
）
武
蔵
台
横
手
台
地
区
体
育
祭
に
つ
い
て

　

実
施
日　

10
月
５
日
（
日
）

　

概
略
説
明
（
補
助
金
の
支
出
、
景
品
の

購
入
割
り
当
て
、
役
員
の
役
割
り
担
当
・

備
品
貸
し
出
し
、
昼
食
等
）
に
つ
い
て
。

　

武
蔵
台
で
提
供
し
て
い
る
お
に
ぎ
り
・

ト
ン
汁
を
ス
ポ
少
で
ま
と
め
て
持
っ
て
い

く
が
ス
ポ
少
に
は
か
な
り
の
横
手
台
の
子

供
た
ち
が
入
っ
て
お
り
、
費
用
負
担
に
つ

い
て
横
手
台
自
治
会
と
話
を
し
た
が
不
調

で
あ
っ
た
。

◆
Ⅱ　

副
会
長
・
事
務
局
、
各
部
報
告
◆

（
１
）
事
務
局

　

自
治
会
宛
に
バ
ス
停
の
椅
子
設
置
の
要

望
が
来
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
市
役
所
、

警
察
と
の
調
整
が
必
要
な
た
め
今
後
検
討

す
る
。

（
２
）
安
全
対
策
部

①
４
～
６
月
の
パ
ト
ロ
ー
ル
で
個
人
宅
の

生
け
垣
が
道
路
に
は
み
出
し
て
い
る
個

所
に
つ
い
て
13
件
の
お
宅
に
ポ
ス
テ
ィ

ン
グ
し
た
。
か
な
り
の
お
宅
で
対
応
し
て

い
た
だ
い
た
。
し
か
し
、
空
き
家
が
そ
の

う
ち
２
軒
あ
っ
た
。

②
団
地
内
の
生
活
道
路
は
徐
行
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
が
か
な
り
の
ス
ピ
ー
ド
で

走
る
車
が
あ
る
よ
う
で
注
意
喚
起
を
促

し
た
い
。

（
３
）
環
境
衛
生
部

　

高
圧
洗
浄
斡
旋
に
つ
い
て

（
４
）
文
化
厚
生
部

　

夏
祭
り
盆
踊
り
練
習
に
つ
い
て

◆
Ⅲ　

会
長
・
区
長
か
ら
の
報
告
◆

（
１
）
会
長
関
係

①
昔
な
が
ら
の
ラ
ジ
オ
体
操
を
２
丁
目
役

員
が
発
起
人
と
な
り
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
に
て
７
月
20
日
（
日
）
か
ら
毎
日

午
前
７
時
よ
り
30
分
程
度
行
な
い
ま
す
。

② 

５
丁
目
地
区
長
よ
り
要
請
の
２
～
４
街

区
私
道
脇
樹
木
剪
定
市
役
所
依
頼
済
み

（
一
部
自
治
会
で
対
応
済
み
）

③
３
丁
目
七
曲
公
園
内
街
灯
支
柱
の
腐
食

修
理
を
市
役
所
に
依
頼
済
み

（
２
）
区
長
関
係

①
２
丁
目
26
街
区
（
高
木
宅
前
）
雨
水
マ
ン

ホ
ー
ル
異
音
に
つ
い
て
修
繕
依
頼
済
み
。

雨
水
蓋
は
特
注
品
の
た
め
２
～
３
ヶ
月

掛
る
（
２
丁
目
雨
水
蓋
交
換
中
の
山
中
土

木
に
依
頼
）

②
１
丁
目
47
街
区　

西
武
線
脇
斜
面
補
強

工
事
に
お
け
る
樹
木
伐
採
搬
出
の
た
め

通
行
止
め
。
東
西
通
り
カ
ワ
セ
ミ
通
り
迂

回
（
７
月
22
日
～
10
日
間
位
午
前
９
時
～

午
後
５
時
ま
で
） 

以
上

　最近、ダストボックスをゴミ箱がわりにポイ捨て
に利用したり、生ゴミを通りがかりに自分の指定さ
れたダストボックス以外のところに投棄するなどの
苦情がよせられています。各ダストボックスはそれ
ぞれ指定された住民が利用し清掃管理しています。
各地域の方々は指定されたダストボックスを利用
し、決められた収集日にゴミ捨てをするように心が
けて下さい。

　ダストボックスの利用について

　自治会館裏の崖下に西武線が走っていますが、今
春の大雪で線路際の樹木が倒木し電車を止める障害
が発生しました。これをうけ西武鉄道は安全対策と
して同場所の樹木伐採と法面の整備工事を先月より
行なっています。
　工事は、樹木の伐採による土砂崩れを防止するた
め、根は残し１～２年すれば再び芽がでるよう工夫
を凝らしています。

　樹木の伐採について

　伐採後、周辺の
見晴らしは良くな
り山並みが眼下に
広がり横手台や 299
号線も一望できる
ようになりました。
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自治会館は、毎週月、水、金の午前 10時〜午後３時、土の午前 10時〜正午まで（年末年始、祝日除）開いています。

　６月 22 日（日）武蔵台公民館の多目
的ホールにおいて , 武蔵台・横手台地区
体育協会主催のミニ弓道教室が行われ
ました。あいにくの雨天でしたが老若
男女 50 名ほどの参加者とスタッフが集
まりました。
　ミニ弓道すなわち「四半的弓道」は
九州の宮崎県日南地方に 400 年ほど前
から行われていたもので、当時の農民
達が娯楽として始めたといわれている。

「四半的」の名の由来は、弓と矢が四尺
半、的が四寸半、的までの距離が四間
半という寸法からきているとのこと。
射手は床に敷いた畳の上に正座して弓
を引いて的を射る。私たちが見聞きし
ている弓道に比べ文字通りミニである。
　初心者が大半の参加者に、試合前に
愛好家の方から弓矢の扱いについて説
明があり、実際に的めがけて矢を射っ
てみた。思ったより力は要らない。最
初は大きく外れていたが少しずつ修正

平
成
26
年
8
月
16
日
（
土
）

午
後
6
時
～
7
時　
　

自
治
会
館
２
F
会
議
室

◆
Ⅰ　

協
議
事
項
◆

（
１
）
第
35
回
夏
祭
り
の
反
省

　

企
画
に
つ
い
て
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
段

取
り
）、
来
年
に
向
け
て
の
提
案

（
２
）
自
主
防
災
訓
練
に
つ
い
て
（
最
終
確
認
）

（
３
）
６
丁
目
山
林
下
草
刈
り
計
画
に
つ
い

て
（
最
終
確
認
）

◆
Ⅱ　

会
長
・
区
長
報
告
◆

（
１
）
会
長

①
２
丁
目
有
志
に
よ
る
「
夏
祭
り
ラ
ジ
オ
体

操
」

②
専
門
委
員
会
の
取
り
組
み

　
　

あ
り
方
委
員
会
・
自
主
防
災
組
織
委
員

会
・
子
ど
も
会
テ
ー
マ
を
再
確
認
し
活

動
を

③
自
治
会
備
品
棚
卸
し
実
施

④
７
月
30
日
（
水
）
午
後
３
時
ご
ろ
中
央

通
り
と
東
西
通
り
交
差
点
で
出
合
い
頭

の
衝
突
事
故
発
生
し
ま
し
た
。
再
度
市
を

通
し
飯
能
警
察
へ
事
故
防
止
対
応
の
要

請
を
し
ま
し
た
。

⑤
７
月
31
日
午
後
９
時
ご
ろ
大
鶴
巣
バ
ス

停
か
ら
２
丁
目
に
帰
宅
途
中
の
女
性
が

痴
漢
に
あ
う
事
件
発
生
。
警
察
届
け
済

み
。
皆
さ
ん
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
（
8
月
）

　

第
5
回
定
例
役
員
会
報
告

（
２
）
区
長

①
７
月
25
日
（
金
）
日
高
市
民
祭
り
実
行
委

員
会
出
席
（
開
催
日
11
月
８
・９
日
）

②
８
月
11
日
（
月
）
日
高
市
青
少
年
問
題
・

い
じ
め
問
題
協
議
会
出
席

③
８
月
15
日
（
金
）
振
り
込
め
詐
欺
撲
滅
街

頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
高
麗
川
駅
前
出
席

④
８
月
22
日
（
金
）
日
高
市
区
長
会
役
員
会

出
席　
午
後
１
時
30
分　

市
役
所
会
議
室

⑤
８
月
23
日
（
土
）
第
31
回
武
蔵
台
文
化
祭

代
表
者
説
明
会
出
席　

午
後
１
時
30
分

（
開
催
日
10
月
25
・
26
日
）

⑥
８
月
30
日
（
土
）
こ
ま
小
学
校
グ
ラ
ン
ド

に
て
高
麗
地
区
防
災
訓
練
開
催
（
５
名
参

加
要
請
有
）

⑦
５
丁
目
27
街
区
、
西
武
所
有
地
か
ら
の
流

出
土
砂
側
溝
堆
積
問
題
（
市
報
告
済
み
）

⑧
観
光
協
会
会
員
募
集
開
始

　

一
口
１
、０
０
０
円

以
上

ミニ弓道教室体験記

して何とか的の近くへ矢が飛ぶように
なった。さて試合の方は各参加者が 12
本ずつ矢を的めがけて射る。さっさと
射る人、狙ってねらってじっくりと射
る人。当たると歓声があがり、外れる
とため息がもれる。ギャラリーからは
応援と笑い声が聞こえ和やかに試合が
進んだ。
　射終わって参加者毎の点数が集計さ
れ、最高点はもとよりラッキー順位の
参加者に賞品のお米が渡され大きな拍
手。笑い声と歓声がホールに響いた和
気あいあいの 1 日でした。準備から指
導、運営とがんばって頂いた体協のス
タッフや愛好家の皆さんご苦労様でし
た。

団
地
内
大
掃
除
（
７
月
６
日
）

　

梅
雨
の
最
中
の
か
な
り
蒸
し
暑
い
な
か
、

大
勢
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、皆
さ
ん
汗
び
っ

し
ょ
り
と
な
り
な
が
ら
も
生
い
茂
っ
た
雑
草

な
ど
を
綺
麗
に
取
り
除
き
道
路
沿
い
が
見
違

え
る
よ
う
に
美
し
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

刈
り
取
っ
た
草
や
落
ち
葉
な
ど
を
街
路
樹
の

植
え
込
み
場
所
を
利
用
し
て
う
ま
く
敷
き
こ

み
、
焼
却
場
で
の
処
理
費
用
の
軽
減
に
少
し

で
も
役
立
て
よ
う
と
の
工
夫
も
見
ら
れ
ま
し

た
。
当
日
都
合
が
悪
く
参
加
で
き
な
か
っ
た

方
々
は
前
日
ま
で
に
近
く
の
所
の
除
草
な
ど

を
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
、
団
地
内

が
新
し
い
雰
囲
気
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
大
掃
除
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
多

地区体育祭のおしらせ
日時　10月５日（日）
場所　武蔵台小学校

第2回く
の
皆
様
方
、
ま

こ
と
に
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
次

回
も
ま
た
ど
う
ぞ

ご
協
力
の
ほ
ど
宜

し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

防災訓練のおしらせ
日時　９月７日（日）10時～12時
場所　中の田公園

第三回　こま武蔵台サロン
日時：平成26年9月10日

（第二水曜日）
場所：こま武蔵台自治会館２階洋間

住民の親睦と交流の場

時間　13：00～14：00
講師　日高市市民生活部産業振興課

主幹　渋谷　秀一氏

第一部高麗郡建郡1300年記念事業について

　　　　第二部　介護予防教室
時間　14：10～15：10
テーマ「ロコモ体操と脳トレをしよう

あたまと体を鍛えよう！」
ストレッチ・ロコモ体操

講師　看護師　片山　美幸(高麗地区包括センター)
主催　こま武蔵台自治会：文化厚生部



　

散
歩
コ
ー
ス
の
い
ろ
い
ろ	五

丁
目　

Ｎ
・
Ｓ

「
毎
日
が
日
曜
日
」
の
年
金
生
活
を
続
け
て

も
う
10
年
。
散
歩
は
健
康
維
持
の
た
め
に
欠

か
せ
な
い
し
、
な
に
よ
り
も
気
分
爽
快
。
自

然
に
恵
ま
れ
た
武
蔵
台
の
環
境
で
は
、
お
金

を
ま
っ
た
く
使
わ
ず
に
、 

堪
能
で
き
る
散
歩

コ
ー
ス
は
い
く
ら
で
も
あ
る
。
そ
の
日
の
体

調
や
天
候
・
気
候
な
ど
に
あ
わ
せ
て
、
い
ろ

い
ろ
と
工
夫
す
る
の
も
楽
し
い
も
の
だ
。 

　

５
丁
目
に
住
ん
で
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、

多
峯
主
山
へ
の
往
復
は
“
朝
飯
前
”
コ
ー
ス
。

買
い
物
を
兼
ね
た
散
歩
と
し
て
、
直
行
コ
ー

ス
と
巾
着
田
、
高
麗
峠
を
経
て
行
く
遠
回
り

コ
ー
ス
。
歩
き
に
専
念
す
る
な
ら
、
高
麗
神

社
ま
で
の
平
地
コ
ー
ス
や
、
日
和
田
と
か
物

見
山
あ
た
り
ま
で
の
山
コ
ー
ス
。
と
き
に
は

宿
谷
の
滝
と
か
ユ
ガ
テ
ま
で
足
を
伸
ば
す
超

散
歩
コ
ー
ス
。

　

最
近
開
拓
し
た
ち
ょ
っ
と
ハ
ー
ド
な
コ
ー

ス
を
紹
介
す
る
。
自
宅
→
多
峯
主
山
→
吾
妻

峡
→
軍
太
利
神
社
→
龍
崖
山
→
龍
崖
山
公
園

→
あ
さ
ひ
山
展
望
公
園
→
飯
能
河
原
→
能
仁

寺
→
多
峯
主
山
→
自
宅
と
い
う
コ
ー
ス
だ
。

朝
９
時
頃
に
家
を
出
る
と
、
飯
能
河
原
あ
た

り
で
お
昼
に
な
る
。
そ
こ
で
持
参
し
た
お
に

ぎ
り
を
食
べ
る
の
も
よ
し
、
ど
こ
か
で
外
食

す
る
も
よ
し
。
疲
れ
た
と
き
に
は
、
バ
ス
で

帰
る
こ
と
も
で
き
る
。
山
あ
り
川
あ
り
の
変

武 蔵 台 だ よ り2014年9月1日

ちょっとよい言葉　　人は人を泣かせ駄目にもするが、喜ばせ救うこともできる

化
に
富
む
、
真
夏
を
除
き
一
年
中
楽
し
め
る

コ
ー
ス
だ
。 

　

年
々
衰
え
る
体
力
。
そ
れ
に
見
合
っ
た

コ
ー
ス
を
選
び
、
風
の
変
化
を
感
じ
な
が
ら

歩
く
こ
と
を
、
こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
た
い
。 

 　

最
近
の
武
蔵
台

三
丁
目　

Ｔ
・
Ｋ

　

こ
の
武
蔵
台
に
住
み
始
め
て
か
ら
今
年
の

10
月
で
23
年
目
を
迎
え
る
。
今
頃
武
蔵
台
に

つ
い
て
と
て
も
住
み
に
く
い
町
に
な
っ
て
き

た
と
心
底
思
う
。 

　

23
年
前
に
住
み
始
め
た
頃
は
と
て
も
静
か

な
環
境
で
物
悲
し
さ
を
感
じ
た
時
も
多
々

あ
っ
た
状
況
だ
っ
た
。
そ
の
頃
ま
だ
生
れ

た
ば
か
り
の
わ
が
子
が
来
年
24
に
な
る
。
24

年
も
過
ぎ
る
と
近
所
の
人
達
も
入
れ
替
わ
っ

た
。
そ
の
入
れ
替
わ
っ
た
人
達
が
と
て
も
付

き
合
い
た
く
な
い
、
付
き
合
え
な
い
人
達
ば

か
り
で
頭
が
痛
い
。
ま
る
で
自
分
さ
え
よ
け

れ
ば
と
言
う
主
張
を
す
る
人
達
ば
か
り
の
集

ま
り
。
朝
や
夕
方
の
雨
戸
を
開
け
閉
め
す
る

時
、
毎
日
毎
回
、
工
事
現
場
の
よ
う
な
騒
音

を
必
ず
出
す
。
そ
の
人
は
と
て
も
自
分
勝
手

で
外
出
か
ら
戻
る
と
車
庫
に
入
庫
す
る
の
に

道
の
ま
ん
中
に
車
を
止
め
て
門
を
開 
け
て

入
庫
す
る
ま
で
決
し
て
人
の
車
が
来
て
も
動

か
さ
ず
、
他
人
を
待
た
す
の
は
何
と
も
思
わ

ず
当
た
り
前
と
考
え
て
い
る
。
お
礼
一
つ
も

言
え
ず
威
張
っ
て
い
る
。 

　

新
聞
や
郵
便
を
取
る
ポ
ス
ト
の
開
け
閉
め

ま
で
う
る
さ
い
。
ま
た
、
違
う
人
達
は
年
を

取
っ
て
い
る
人
達
な
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
見

て
見
な
い
ふ
り
を
し
た
り
、
目
を
そ
ら
し
た

り
、
こ
そ
こ
そ
と
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
見
て

い
た
り
す
る
。
何
と
も
情
け
な
い
人
達
ば
か

り
で
悲
し
く
な
る
。
昔
の
年
寄
り
は
、
人
情

に
厚
く
と
て
も
触
れ
合
い
を
大
切
に
し
な
が

ら
近
所
と
の
つ
な
が
り
を
強
く
思
っ
て
い
た

よ
う
に
感
じ
る
が
、 

今
は
ま
っ
た
く
逆
で
若

い
高
校
生
が
す
る
よ
う
な
態
度
を
取
る
年
寄

り
ば
か
り
で
付
き
合
い
た
く
な
い
現
状
で

す
。こ
れ
か
ら
も
こ
の
場
所
に
住
ん
で
い
く
、

ま
た
は
い
こ
う
と
思
う
気
持
ち
が
ま
っ
た
く

感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
人
間
に
で
も
裏

と
表
は
あ
る
も
の
で
す
。
で
す
が
大
人
な
ら

周
り
の
人
間
に
わ
か
ら
れ
て
は
い
け
な
い
の

で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
若
者
な
ら
別
で

す
が
、
大
人
な
ら
分
別
も
あ
り
我
慢
も
で
き

る
は
ず
な
の
に
、
い
く
ら
考
え
て
も
情
け
な

く
て
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。
古
き
良
き
時
代

を
残
し
、
い
い
物
は
継
続
し
な
が
ら
時
代
は

動
き
変
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
と
願
い
ま
す
。

　
「
甲
子
園
」

七
丁
目　

Ｈ
・
Ｋ

　

夏
と
い
え
ば
、
甲
子
園
だ
。 

　

毎
年
夏
は
、
仲
間
と
一
緒
に
全
国
高
校
野

球
を
観
戦
し
に
甲
子
園
へ
足
を
運
ん
で
い

る
。 

　

一
泊
二
日
な
の
で
、
５
試
合
か
６
試
合
し

か
観
戦
で
き
な
い
が
、
球
場
の
何
と
も
言
え

な
い
雰
囲
気
に
ワ
ク
ワ
ク
す
る
。 

　

炎
天
下
の
中
、
ス
タ
ン
ド
か
ら
の
応
援
、

球
児
達
の
真
剣
な
プ
レ
ー
、
ま
さ
し
く
熱
闘

甲
子
園
だ
。
私
は
、
監
督
気
分
で
「
こ
こ
は

バ
ン
ド
だ
ろ
う
」
な
ど
と
思
い
な
が
ら
観
戦

を
す
る
。

編　

集　

後　

記

　

暦
の
上
で
は
立
秋
も
過
ぎ
、
ど
こ
か
に
秋

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自
治
会

活
動
も
主
要
な
行
事
の
夏
祭
り
を
大
変
な
賑

わ
い
で
終
え
後
半
に
入
り
ま
す
。

　

今
月
号
の
編
集
に
当
た
り
気
が
つ
い
た
こ

と
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ー
は
共
同
生
活
す
る
集

団
。
他
人
に
迷
惑
を
及
ぼ
す
行
為
は
つ
つ
し

み
、
互
い
に
仲
間
意
識
を
も
っ
て
住
み
よ
い

街
づ
く
り
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　

題
字
下
の
コ
ラ
ム
は
今
年
度
か
ら
季
節
を

読
み
込
ん
だ
折
込
み
都
々
逸
を
連
載
し
て
い

ま
す
。
撰
者
は
４
丁
目
に
お
住
ま
い
の
鳥
井

さ
ん
で
、
自
治
会
館
に
花
や
風
景
の
写
真
も

展
示
し
て
い
ま
す
。

（
川
村
）

（4）

左
治
木　

陽
子
（
62
歳
）
一
─
三
一
─
一
四

ご
逝
去
日　

八
月
十
三
日　

　

球
場
で
は
、
地
元
の
人
と
話
す
機
会
も
あ

り
野
球
の
話
な
ど
で
盛
り
上
が
る
。
な
か
に

は
、
毎
日
球
場
に
来
て
観
戦
を
す
る
と
い
う

人
も
い
て
、
何
と
も
羨
ま
し
い
話
だ
。 

　

私
も
仕
事
を
辞
め
た
ら
、
甲
子
園
で
全
試

合
観
戦
し
て
み
た
い
と
密
か
に
夢
見
て
い

る
。
そ
し
て
、
来
年
こ
そ
は
我
が
母
校
が
甲

子
園
出
場
を
果
た
し
、
特
別
な
夏
に
し
て
ほ

し
い
。


